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世
界
は
多
彩
、日
本
は
単
調
か

閑 休
話 題

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

松 

本　

克 

夫

　

北
京
五
輪
開
会
式
の
延
々
と
続
く
入
場
行
進

を
見
な
が
ら
、
世
界
は
多
彩
に
な
っ
た
と
い
う

感
を
深
く
し
た
。
子
供
の
こ
ろ
習
っ
た
地
理
で

は
、
ア
フ
リ
カ
は
イ
ギ
リ
ス
領
、
フ
ラ
ン
ス
領

な
ど
の
植
民
地
ば
か
り
で
、
独
立
国
は
十
指
に

も
満
た
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
中
米
・
カ
リ
ブ
海

も
、
な
じ
み
の
薄
い
国
・
地
域
が
増
え
た
。
旧

ソ
連
の
解
体
の
影
響
も
大
き
い
。

　

子
供
た
ち
が
地
理
に
弱
く
な
っ
た
と
い
わ
れ

る
が
、
大
人
だ
っ
て
二
百
四
の
参
加
国
・
地
域

名
を
半
分
以
上
挙
げ
ら
れ
る
人
は
少
な
い
に
違

い
な
い
。「
今
、
世
界
は
」
な
ど
と
講
釈
を
並
べ

る
御
仁
も
、
念
頭
に
あ
る
の
は
ほ
ん
の
二
十
か

三
十
の
国
で
、
多
く
の
国
・
地
域
は
置
き
去
り

に
し
て
い
る
。
極
端
な
場
合
、
世
界
と
い
っ
て

も
ア
メ
リ
カ
し
か
頭
に
な
い
議
論
も
あ
る
。

　

試
し
に
、
入
場
行
進
の
ビ
デ
オ
を
見
な
が

ら
、
世
界
地
図
を
広
げ
て
、
次
々
と
入
場
す
る

国
・
地
域
の
位
置
を
指
で
差
し
て
み
る
と
い
い
。

世
界
の
多
彩
さ
を
体
感
で
き
よ
う
。
子
供
た
ち

だ
っ
た
ら
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
一
生
消
え
な
い
世

界
を
頭
に
刻
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。

　

入
場
行
進
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
大
国
の

千
人
を
超
え
る
大
選
手
団
よ
り
む
し
ろ
、
数
人

し
か
い
な
い
小
国
・
地
域
の
選
手
団
が
、
存
在

を
誇
示
す
る
か
の
よ
う
に
民
族
衣
装
を
ま
と

い
、
に
こ
や
か
に
歩
く
姿
だ
っ
た
。
競
技
で
も

存
在
感
を
示
し
た
小
国
・
地
域
は
少
な
く
な
い
。

陸
上
競
技
で
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
ジ
ャ
マ
イ

カ
は
、
人
口
は
広
島
県
、
面
積
は
秋
田
県
並
み

の
小
国
で
あ
る
。

　

大
か
ら
小
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
世
界
は

楽
し
い
。
日
本
の
地
域
や
自
治
体
も
、
い
ろ
い

ろ
で
あ
っ
て
い
い
の
だ
と
意
を
強
く
し
た
。
し

か
し
、
多
彩
さ
を
許
さ
な
い
風
潮
は
強
ま
る
。

例
え
ば
、
道
州
制
導
入
に
伴
い
、
市
町
村
を
一

定
規
模
以
上
に
そ
ろ
え
る
と
い
う
案
で
あ
る
。

も
と
も
と
均
質
化
を
追
求
す
る
の
は
近
代
の
思

考
の
特
徴
で
、
科
学
も
そ
の
成
果
の
一
つ
だ

が
、
そ
れ
を
種
種
雑
多
な
地
域
に
当
て
は
め
る

と
、
ど
う
も
具
合
が
悪
い
。
自
治
体
の
規
模
を

そ
ろ
え
た
い
と
い
う
の
は
、
よ
く
い
え
ば
制
度

の
美
学
、
悪
く
い
え
ば
偏
執
狂
で
あ
る
。
世
界

は
多
彩
、
日
本
は
単
調
で
あ
っ
て
い
い
は
ず
が

な
い
。

埼玉県毛呂山町の出雲伊波比神社で、春
と秋に行われる流鏑馬神事。康平６年
（１０６３年）源頼義・義家父子が奥州平定の
ため戦勝を祈願し、見事凱旋の折に奉納
したのが起源とされる。烏帽子に直垂姿
の騎馬武者が馬を駆けさせ射的する勇姿
に、観客からは大きな歓声と拍手が沸き
起こる。
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白
書
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減

少
で
、
高
齢
化
率
が　

年
に
は　

・
８
％
、

３０

３１

　

年
に
は　

・
５
％
を
超
え
る
見
込
み
だ

５５

４０

と
紹
介
。
単
独
世
帯
も
増
え
、　

年
に
は

３０

世
帯
主　

歳
以
上
世
帯
で　

・
７
％
を
占

６５

３７

め
る
た
め
、「
社
会
的
リ
ス
ク
に
弱
く
、
地

域
社
会
の
維
持
が
難
し
い
」
と
警
鐘
を
鳴

ら
し
、「
社
会
経
済
の
持
続
可
能
性
を
揺

る
が
す
懸
念
が
生
じ
て
い
る
」
と
指
摘
し

た
。
さ
ら
に
結
婚
や
出
産
に
つ
い
て
、
未

婚
者
の
９
割
以
上
が
結
婚
を
希
望
し
、
子

ど
も
２
人
以
上
を
持
ち
た
い
と
す
る
国
民

の
願
望
が
、
現
実
と
大
き
く
乖
離
（
か
い

り
）
し
て
い
る
と
分
析
す
る
。

　

こ
の
乖
離
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
個
人

の
価
値
観
が
多
様
化
す
る
中
で
、「
希
望

現
役
世
代
を
対
象
と
し
た
施
策
に
注
力

現
役
世
代
を
対
象
と
し
た
施
策
に
注
力

雇
用
対
策
や
子
育
て
支
援
な
ど
の

雇
用
対
策
や
子
育
て
支
援
な
ど
の

政

策

解

説

現
役
世
代
を
対
象
と
し
た
施
策
に
注
力

雇
用
対
策
や
子
育
て
支
援
な
ど
の

２
０
０
８
年
版
厚
生
労
働
白
書

を
実
現
す
る
選
択
肢
が
拡
大
し
な
か
っ
た

結
果
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
述
べ
て

い
る
。
選
択
肢
の
拡
大
に
向
け
て
は
「
働

き
方
の
見
直
し
に
よ
る
仕
事
と
生
活
の
調

和
の
実
現
」、「
包
括
的
な
次
世
代
育
成
支

援
の
枠
組
み
の
構
築
」が
必
要
だ
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
仮
に
結
婚

と
出
産
の
願
望
が
実
現
し
た
と
す
る
と
、

　

年
の
合
計
特
殊
出
産
率
は
１
・　

か
ら

５５

２６

１
・　

に
上
昇
す
る
と
い
う
。

７５

　

働
き
方
に
関
し
、
現
在
の
労
働
環
境
の

課
題
に
は
▽
若
年
層
の
非
正
規
雇
用
が
増

加
し
て
い
る
▽　

－

　

歳
の
「
年
長
フ

２５

３４

リ
ー
タ
ー
」
は
状
況
の
改
善
が
他
の
年
齢

層
に
遅
れ
て
い
る
▽
子
育
て
世
代
に
当
た

る　
－

　

歳
代
の
男
性
の
労
働
時
間
が
長

３０

４０

い
▽
働
い
て
い
る
女
性
が
出
産
を
機
に
離

職
す
る
割
合
が
多
い－

な
ど
を
挙
げ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
若
年
層
を
は
じ
め

と
す
る
雇
用
安
定
策
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、「
フ
リ
ー
タ
ー
常
用
雇
用
化
プ
ラ
ン
」

や「
ジ
ョ
ブ
カ
ー
ド
制
度
」の
ほ
か
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
法
の
改
正
な
ど
を
紹
介
。
派
遣

労
働
に
関
す
る
問
題
も
現
在
、
同
省
の
研

究
会
で
改
善
策
を
検
討
し
て
い
る
と
し
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
厚
生
年
金
・
健

康
保
険
の
対
象
と
す
る
法
案
提
出
の
動
き

な
ど
の
支
援
状
況
を
報
告
し
て
い
る
。
さ

ら
に
今
後
、
最
低
賃
金
の
中
長
期
的
な
引

き
上
げ
に
関
し
て
産
業
政
策
と
雇
用
政
策

の
一
体
運
用
を
図
り
、「
仕
事
と
生
活
の

調
和
」（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

へ
の
社
会
全
体
で
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
と
し
た
。

　

一
方
、
次
世
代
育
成
支
援
で
は
、
待
機

児
童
の
解
消
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

質
・
量
の
確
保
を
求
め
る
。
保
育
所
の
定

員
は　

年
度
か
ら　

年
度
で
３
万
人
増
え

０６

０７

た
も
の
の
、
待
機
児
童
は
２
０
０
０
人
し

か
減
っ
て
い
な
い
。
待
機
児
童
を
減
ら
す

に
は
、
社
会
保
障
審
議
会
（
厚
労
相
の
諮

問
機
関
）
少
子
化
対
策
特
別
部
会
が
ま
と

　

厚
生
労
働
省
は
２
０
０
８
年
版
厚
生
労
働
白
書
を
ま
と
め
、
公
表
し

た
。
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
、
高
齢
者
関
係
の

施
策
と
併
せ
て
雇
用
対
策
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
「
現
役
世
代
を
対
象

と
し
た
施
策
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
必
要
」
と
し
た
。
ま
た
、
就
労
・
所

得
確
保
の
環
境
整
備
で
国
民
１
人
１
人
が
「
自
立
」
す
る
と
と
も
に
、

社
会
全
体
で
「
支
え
合
う
」
社
会
保
障
に
つ
い
て
、
信
頼
さ
れ
る
仕
組

み
と
す
る
た
め
の
議
論
が
必
要
だ
と
示
し
た
。
一
方
、
批
判
が
相
次
い

だ
年
金
記
録
漏
れ
問
題
へ
の
反
省
も
盛
り
込
ん
だ
。
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３

め
た
報
告
書
に
基
づ
き
、（
１
）
質
を
確
保

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
量
的
拡
大
（
２
）「
保
育

に
欠
け
る
」
と
し
た
要
件
や
契
約
制
度
導

入
な
ど
利
用
の
在
り
方－

に
つ
い
て
、
今

後
見
直
す
と
し
た
方
向
性
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
財
源
に
関
し
て
、
必
要
な
費
用

は
「
次
世
代
の
負
担
と
す
る
こ
と
な
く
、

社
会
全
体
の
負
担
・
拠
出
に
よ
り
支
え
る

制
度
設
計
を
直
ち
に
着
手
し
、
進
め
る
こ

と
が
必
要
」
と
し
た
。

　

年
金
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
の
プ
ラ
ス

面
に
も
言
及
し
て
い
る
。
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
対
す
る
需
要
の
増
加
が
所
得
の

増
加
な
ど
を
も
た
ら
す
「
総
波
及
効
果
」

を
み
る
と
、
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
社
会

保
障
関
連
産
業
で
高
い
と
分
析
。
波
及
効

果
は
全
産
業
の
平
均
値
を
上
回
り
、「
住

宅
建
築
」
や
「
精
密
機
械
」
と
い
っ
た
産

業
分
野
と
肩
を
並
べ
る
水
準
に
あ
る
と
い

う
。
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
な
ど
へ
の
需
要
の

増
加
が
、
直
接
・
間
接
的
に
労
働
需
要
を

も
た
ら
す
「
雇
用
誘
発
係
数
」
に
つ
い
て

も
、
社
会
保
障
分
野
は
主
要
産
業
を
上

回
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
高
齢
化
の
進

展
で
社
会
保
障
分
野
の
需
要
拡
大
が
さ
ら

に
見
込
ま
れ
、「
新
た
な
雇
用
創
出
が
期

待
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
経
済
効
果
を
背
景
に
、
社
会

保
障
制
度
は
単
な
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
に
留
ま
ら
ず
、「
経
済
発
展
を
支
え
る

た
め
に
も
重
要
」
だ
と
強
調
。
社
会
保
険

料
負
担
の
増
加
で
、
個
人
や
企
業
の
可
処

分
所
得
が
減
少
し
て
「
経
済
成
長
に
マ
イ

ナ
ス
」
と
す
る
意
見
を
あ
え
て
記
載
し
、

そ
れ
に
反
論
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
社
会
へ
の
影
響
は
、
県
民
所
得
に

占
め
る
公
的
年
金
の
割
合
が
増
加
し
て
お

り
、
全
国
の
合
計
で
は
、
１
９
９
６
年
の

６
・
３
％
か
ら
２
０
０
５
年
に
は　

・
１

１０

％
に
膨
ら
ん
で
い
る
。
白
書
は
「
地
域
に

お
け
る
高
齢
者
の
生
活
に
果
た
す
年
金
の

役
割
は
増
大
し
て
い
る
」
と
意
義
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
同
時
に
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

別
に
み
る
と
所
得
再
分
配
効
果
が
生
じ
て

い
る
と
紹
介
。
高
齢
化
率
の
低
い
地
域
で

は
再
分
配
係
数
が
全
国
平
均
よ
り
低
く
、

高
齢
化
率
の
高
い
地
域
で
は
お
お
む
ね
高

い
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。

　

社
会
保
障
に
関
す
る
国
民
意
識
の
調
査

で
は
、
今
後
最
も
充
実
さ
せ
る
べ
き
社
会

保
障
分
野
は
「
育
児
支
援
」
と
す
る
結
果

も
盛
り
込
ん
だ
。
調
査
は
、
無
作
為
に
抽

産業連関表による総波及効果

3.0000 3.2000 3.4000 3.6000 3.8000 4.0000 4.2000 4.4000 4.6000 4.8000 5.0000
総波及計数

4.0671

3.2207

3.2144
3.5438

4.0076

4.1622
4.0149

4.2631
4.2437

4.7741
4.1149

4.2308

4.2889

4.2332
4.1927

4.2635

資料：財団法人医療経済研究・社会保険福祉協会医療経済研究機構「医療と福祉の産業連関に関する分析研究報告書」（2004年）
　　　より、厚生労働省政策統括官付社会保障担当参事官室作成。

全産業平均
不動産
電力
通信

農林水産業
金融・保険

運輸
住宅建築
精密機械
輸送機械
公共事業
保健衛生
社会福祉

介護（居宅）
社会保険事業

医療（医療法人等）

資料：厚生労働省雇用均等・児童家庭局調べ。

※特定市区町村とは、待機児童50人以上の市区町村。
※特定市区町村の待機児童数は、全待機児童数のうち約7割。
※低年齢児の待機児童数は、全待機児童数のうち約7割。

【保育所入所待機児童1万8千人の内訳】【保育所待機児童数と保育所定員の推移】

3歳以上児 3千人 2千人

低年齢児
（0～2歳児）

9千人
（待機児童全体
の約5割）

特定市区町村
（74か所）

その他の
市区町村
（294か所）

4千人

待機児童数
（左目盛）

保育所定員
（右目盛）

（万人）
3.0 

2.5 

2.0 

1.5 

1.0 

0.5 

0.0

（万人）
215 

210 

205 

200 

195 

190 

185

2.5

196

2.6

199

2.4

203

2.3

205

208

2.0

211

1.8

2002 2003 2004 2005 2006 2007（年）

表１　社会保障分野の総波及効果

表２　保育所待機児童の現状
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４

出
し
た
一
定
地
域
の
世
帯
を
対

象
に
行
っ
た
も
の
で
、　

歳
以

２０

上
の
男
女
約
１
万
１
０
０
０
人

分
を
集
計
。
育
児
支
援
へ
の
関

心
は
高
齢
者
を
含
め
て
高
く
、

世
代
別
で
み
る
と　

－

　

代
で

２０

６０

ト
ッ
プ
。　

代
で
も
２
番
目
に

７０

多
か
っ
た
。
全
体
で
の
２
番
目

以
降
は
「
老
人
医
療
や
介
護
」

（　

・
５
％
）、「
老
後
の
所
得
保

３６障
（
年
金
）」（　

・
２
％
）
が

３５

続
い
た
。

　

一
方
、
社
会
保
障
費
の
給
付

と
負
担
に
つ
い
て
の
質
問
で

は
、「
負
担
増
は
や
む
を
得
な

い
」
と
し
た
回
答
が　

・
２
％

３５

だ
っ
た
。「
給
付
水
準
の
引
き

下
げ
は
や
む
を
得
な
い
」は
８
・

０
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

将
来
的
な
社
会
保
障
制
度
に

つ
い
て
は
、
高
齢
化
率
の
上
昇

で
「
給
付
と
負
担
が
増
大
し
て

い
く
の
は
避
け
ら
れ
な
い
状

況
」
と
し
、
保
険
料
や
税
に
よ

る
国
民
の
負
担
増
に
言
及
。
世

代
間
の
公
平
性
や
、
所
得
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
負
担
な
ど
に

配
慮
し
た
上
で
、「
将
来
に
わ

た
り
信
頼
さ
れ
る
社
会
保
障
を

構
築
す
る
た
め
の
議
論
が
必

要
」
と
し
た
。

　

ま
た
、
強
い
批
判
を
浴
び
た
社
会
保
険

庁
の
年
金
記
録
漏
れ
問
題
に
つ
い
て
は

「
真
摯
（
し
ん
し
）
に
反
省
」
と
し
た
上

で
、「
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
て
最
後

ま
で
最
大
限
の
努
力
を
行
う
。
国
民
の
信

頼
回
復
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
」
と

明
記
し
た
。

　
　

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
混
乱
と
批
判

０８
を
招
い
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長
寿

医
療
制
度
）
に
つ
い
て
は
、「　

歳
以
上
の

７５

高
齢
者
の
医
療
を
現
役
世
代
と
高
齢
者
で

と
も
に
支
え
合
う
仕
組
み
」と
説
明
。「
制

度
の
趣
旨
・
必
要
性
を
懇
切
丁
寧
に
説
明

し
、
ご
理
解
を
い
た
だ
く
努
力
を
重
ね
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
め

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
平
均
寿
命
の
伸
長
で
、「
人

生　

年
時
代
」
が
到
来
し
つ
つ
あ
る
と
し

８５
て
、
生
き
方
や
働
き
方
の
モ
デ
ル
の
見
直

し
が
必
要
と
指
摘
。
舛
添
要
一
厚
労
相
が

立
ち
上
げ
た
有
識
者
懇
談
会
が　

年
５
月

０８

に
ま
と
め
た
報
告
書
か
ら
、
生
き
方
・
働

き
方
の
課
題
解
決
の
た
め
、「
長
期
休
暇

制
度
の
普
及
・
定
着
の
取
り
組
み
を
進
め

る
べ
き
」
だ
と
提
示
。
こ
れ
に
よ
り
、「
人

生　

年
時
代
を
息
切
れ
す
る
こ
と
な
く
走

８５
り
続
け
る
た
め
の
充
電
機
会
と
な
る
」
こ

と
に
加
え
、「
広
い
視
野
に
立
っ
た
仕
事

を
通
じ
、
高
い
生
産
性
を
発
揮
す
る
こ
と

も
期
待
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
時
事
通
信
社　

富
田　

雄
二
）

不
祥

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

雇
用
の
確
保

や
失
業
対
策

生
活
保
護

障
害
者
福
祉

健
康
の
保

持
・
促
進
な

ど医
療
保
険

育
児
支
援

（
保
育
、
乳
児

医
療
、
総
合

的
な
少
子
化

対
策
な
ど
）

老
人
医
療
や

介
護

老
後
の
所
得

保
障
（
年
金
）

　

3.34.40.820.89.98.819.237.434.156.672.0総数
2.77.30.926.113.18.915.935.152.341.660.720～29歳
2.24.21.327.29.58.915.137.650.645.865.530～39歳
1.83.30.829.010.29.217.838.338.255.671.840～49歳
3.03.10.625.78.68.620.438.630.557.775.050～59歳
3.03.50.615.311.38.522.435.726.964.979.660～69歳
6.05.51.06.88.38.721.737.917.466.674.870歳以上

表３　社会保障の分野のうち重要と考えるものと今後充実させるべきと考えるもの

重要と考える社会保障の分野（複数回答）　

資料：厚生労働省政策統括官付政策評価官室「高齢期における社会保障に関する意識等調査」（2006年）

不
祥

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

雇
用
の
確
保

や
失
業
対
策

生
活
保
護

障
害
者
福
祉

健
康
の
保

持
・
促
進
な

ど医
療
保
険

育
児
支
援

（
保
育
、
乳
児

医
療
、
総
合

的
な
少
子
化

対
策
な
ど
）

老
人
医
療
や

介
護

老
後
の
所
得

保
障
（
年
金
）

　

5.47.21.334.014.018.826.334.142.736.535.2総数
3.89.51.232.117.317.220.331.647.534.840.320～29歳
3.36.91.533.113.918.820.433.848.037.941.430～39歳
3.55.51.439.013.219.523.235.844.741.038.740～49歳
4.24.71.539.413.620.426.835.144.937.634.550～59歳
5.15.91.435.615.119.032.335.742.335.531.860～69歳
10.610.71.025.712.217.431.032.332.633.028.670歳以上

今後更に充実させるべきと考える社会保障の分野（複数回答）

　（％）

　（％）
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△森の巣箱全景

高知県高知県　津津　野野　町町
つつ のの ちょうちょう

現 地 レ ポ ー ト

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

は
じ
め
に

　
 
不
入 
渓
谷
の
苔
む
し
た
岩
間
に
湧
き
出
し

い
ら
ず

た
清
水
が
生
き
物
の
よ
う
に
原
生
林
の
間
を

滑
り
落
ち
、
や
が
て
小
さ
な
せ
せ
ら
ぎ
と
な

り
、
源
流
の
人
々
の
命
を
育
み
、
流
域
に

様
々
な
恵
み
を
与
え
な
が
ら
大
河
へ
と
姿
を

変
え
て
太
平
洋
へ
と
流
れ
出
る
最
後
の
清
流

四
万
十
川
。（
旧
東
津
野
村
）

　

不
入
山
に
並
び
立
つ 
鶴  
松  
森 
に
源
を
発

か
く 
し
ょ
う 
も
り

し
、
天
然
記
念
物
の
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
が
日

本
で
最
後
に
生
体
確
認
さ
れ
た
、
澄
み
切
っ

た
清
流
新
荘
川
。（
旧
葉
山
村
）

　

そ
れ
ぞ
れ
に�
最
後
の
清
流�
を
有
す
る

２
村
が
平
成　

年
２
月
１
日
に
合
併
し
、
津

１７

野
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

津
野
町
は
、
高
知
県
の
中
西
部
に
位
置

し
、
面
積
１
９
８
・　
 

で
、
人
口
６
、
８

２２

６
２
人
。
総
面
積
の
約
９
割
は
森
林
で
占
め

ら
れ
る
典
型
的
な
中
山
間
地
域
で
あ
り
、
西

北
部
に
は
日
本
三
大
カ
ル
ス
ト
の
ひ
と
つ

「
四
国
カ
ル
ス
ト
・
天
狗
高
原
」
を
有
す
る
自

然
豊
か
な
町
で
す
。

集
落
が
消
滅
す
る
！

　

床
鍋
集
落
は
、
津
野
町
の
中
心
部
か
ら

も
、
ま
た
周
辺
地
域
か
ら
も
急
峻
な
山
に
遮

ら
れ
、
辺
地
地
区
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
山

間
の
小
さ
な
集
落
で
す
。

　

こ
の
地
区
は
、
か
つ
て
は
山
景
気
に
沸

き
、
小
中
学
校
も
存
在
す
る
活
気
の
あ
る
地

域
で
し
た
が
、
時
代
と
と
も
に
過
疎
化
・
高

齢
化
が
進
み
、
集
落
機
能
の
維
持
さ
え
危
ぶ

ま
れ
る
状
況
で
し
た
。

地
域
住
民
に
よ
る
集
落
活
性
化
へ
の
挑
戦

活
性
化
へ
の
挑
戦

　

〜「
森
の
巣
箱
」で
甦
っ
た
床
鍋
集
落
〜

っ
た
床
鍋
集
落
〜

津野町

高知市

・
・

Ｎ
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こ
の
よ
う
な
中
、
集
落
の
有
志
数
名
か
ら

「
こ
の
ま
ま
で
は
、
集
落
が
消
滅
す
る
。
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
た
い
が
何
か
ら
手

を
つ
け
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
行
政
支

援
が
で
き
な
い
か
」
と
い
う
申
し
入
れ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
に
、
行
政
が
提
示
し
た�
条
件�

が
、『
主
人
公
は
集
落
で
あ
り
、
集
落
全
体
が

汗
を
か
く
こ
と
。
そ
し
て
そ
の
責
任
は
集
落

代
表
者
で
も
行
政
で
も
な
く
、
集
落
全
体
の

責
任
で
あ
る
。
そ
の
間
、
行
政
と
し
て
は
サ

ポ
ー
ト
に
徹
す
る
。』
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
合
意
に
基
づ
き
、
集
落
と
行

政
に
よ
る
二
人
三
脚
の
集
落
活
性
化
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

芽
生
え
た�
自
信�

　

活
性
化
会
議
が
ス
タ
ー
ト
し
、「
何
が
で

き
る
か
わ
か
ら
な
い
が
何
か
を
や
っ
て
み
よ

う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
行
動
」
を
選
択
し
た
背
景
に
は
床

鍋
地
区
の
実
情
が
あ
り
ま
し

た
。
同
地
区
は
隔
絶
さ
れ
た

地
域
性
か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
も
格
差
が
生
じ
て
お
り
、

少
な
か
ら
ず
行
政
に
対
す
る

不
信
感
が
あ
っ
た
ほ
か
、
地

域
全
体
に
無
気
力
感
と
い
っ

た
よ
う
な
雰
囲
気
が
漂
い
、

何
か
に
向
か
っ
て
行
動
を
起

す
よ
う
な
力
強
さ
は
な
か
っ

た
の
で
す
。

　

最
初
の
う
ち
は
、
地
域
づ

く
り
を
意
識
し
す
ぎ
た
大
型

イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
り
、
多

額
の
経
費
が
予
想
さ
れ
る

ハ
ー
ド
事
業
を
要
す
る
も
の

で
あ
っ
た
り
と
、
活
性
化
会

議
で
の
意
見
は
素
人
集
団
に

は
荷
の
重
す
ぎ
る
こ
と
ば
か

り
で
し
た
が
、「
視
点
を
変

え
よ
う
！
」
と
い
う
声
が
ひ

と
つ
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

　

集
落
唯
一
の
基
幹
道
路

は
、
転
出
者
が
植
林
を
し
た

り
、
人
工
林
の
価
格
低
迷
か

ら
地
域
住
民
自
ら
が
放
置
し

た
り
し
て
で
き
た�
森
林
ト

ン
ネ
ル�
状
態
。
そ
の
結
果
、

空
も
望
め
ず
、
清
流
さ
え
も

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

あ
り
さ
ま
で
、
道
の
先
に
集

落
が
存
在
す
る
こ
と
も
想
像

で
き
な
い
状
況
で
し
た
。
そ

の
森
林
を�
集
落
の
支
障
林�

と
位
置
付
け
、
伐
採
す
る
行

動
を
開
始
し
た
の
で
す
。

　

伐
採
後
、
集
落
は
見
違
え

る
よ
う
に
明
る
く
な
り
、
広

く
な
っ
た
空
を
見
上
げ
な
が

ら
「
す
っ
き
り
し
た
ね
。
良

く
な
っ
た
ね
。」と
い
う
会
話

が
あ
い
さ
つ
代
わ
り
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
の
収
穫
が
、
森

林
所
有
者
の
洗
い
出
し
か
ら
、
交
渉
、
伐
採

ま
で
の
全
て
の
作
業
を
集
落
住
民
の
力
で
完

結
し
た
こ
と
に
よ
り
自
信
が
芽
生
え
、
そ
の

年
の�
夏
祭
り
の
復
活�
へ
と
繋
が
っ
た
こ

と
で
す
。
そ
の
夏
祭
り
で
は
、
久
し
ぶ
り
に

里
帰
り
し
た
人
々
に
少
し
だ
け
変
わ
り
始
め

た
床
鍋
集
落
を
披
露
し
、
満
足
げ
に
語
り
合

う
リ
ー
ダ
ー
達
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

自
信
か
ら
確
信
へ
！

　

集
落
の
活
性
化
は
第
二
段
階
へ
と
進
み
ま

し
た
。
支
障
林
の
伐
採
や
夏
祭
り
を
毎
年
続

け
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
会
議
は
す
で
に　
５０

回
を
超
し
ま
し
た
。
次
の
課
題
は
、
地
域
の

将
来
像
を
描
く
こ
と
で
す
。

　

こ
の
頃
、
住
民
た
ち
は
床
鍋
の
将
来
を
と

こ
と
ん
考
え
よ
う
と
『
床
鍋
と
こ
と
ん
会
』

△

大
勢
の
人
で
賑
わ
う
夏
祭
り

△

ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
が
確
認
さ
れ
た
清
流
新
荘
川
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を
結
成
し
、「
こ
の
地
域
に
は
何
が
足
り
な

い
の
か
」「
地
域
の
誇
れ
る
も
の
は
何
か
」「
自

分
た
ち
は
何
が
し
た
い
の
か
、
何
が
で
き
る

の
か
」
を
探
る
た
め
、
地
域
を
歩
き
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
な
が
ら
精
力
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

並
行
し
て
、
集
落
か
ら
役
場
に
通
じ
る
生

活
道
路
の
整
備
活
動
を
展
開
し
、
そ
の
取
り

組
み
が
行
政
を
動
か
し
、
高
知
県
が
国
の

「
ふ
る
さ
と
林
道
緊
急
整
備
事
業
」の
指
定
を

受
け
、
中
心
部
と
集
落
を
結
ぶ
１
０
０
０

メ
ー
ト
ル
の
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
道
路
整
備
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
道
路
整
備

は
、
こ
れ
ま
で
隣
接
市
を
迂
回
し
、　

分
以

３０

上
要
し
た
役
場
ま
で
の
時
間
的
距
離
を
一
気

に
８
分
程
度
に
短
縮
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
が
描
く
地
域
の

将
来
像
が
現
実
に
な
る
こ
と
を
住
民
一
人
ひ

と
り
が
確
信
し
、
自
分
た
ち
の
た
め
の
計
画

作
り
に
邁
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
学
校
再
生
！

　

そ
の
後
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
た
活
性
化

会
議
は
１
０
０
回
を
超
し
ま
し
た
が
、
そ
の

結
論
は
、『
床
鍋
集
落
の
歴
史
も
将
来
も
学

校
抜
き
で
は
語
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
で
き
る
限
り
現
物
を
残
し
な

が
ら
、
学
校
を
地
域
活
性
化
の
中
核

施
設
に
再
生
す
る
。』
と
い
う
も
の

で
し
た
。

　

中
核
施
設
の
機
能
と
し
て
は
、
①

集
落
生
協
（
集
落
コ
ン
ビ
二
）、
②
居

酒
屋
、
③
宿
泊
施
設
、
④
合
宿
施
設

－

の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。
行
政
が

事
業
導
入
に
よ
り
こ
の
機
能
を
整

備
す
る
一
方
、
床
鍋
集
落
全
員
が
出

資
し
、
経
営
を
行
う
公
設
集
落
営
方

式
で
運
営
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
事

業
導
入
を
図
り
ま
し
た
。

　

建
設
で
は
、
設
計
の
段
階
か
ら
地

域
住
民
参
加
を
徹
底
し
、
設
計
変
更

に
お
い
て
も
住
民
意
向
を
充
分
に

盛
り
込
ん
だ
も
の
と
し
、
こ
の
計
画

は
、
住
民
参
加
型
で
は
な
く
住
民
が

作
っ
た
計
画
と
な
り
ま
し
た
。　

　

「
森
の
巣
箱
」の
入
学
式

　

施
設
は
、
集
落
を
巣
立
っ
て
い
っ
た
人
た

ち
が
い
つ
で
も
気
軽
に
戻
れ
る
よ
う
に
と
の

思
い
を
こ
め
て
、「
森
の
巣
箱
」
と
名
付
け
ま

し
た
。

　

落
成
セ
レ
モ
ニ
ー
は「
入
学
式
」と
し
て
地

域
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
企
画
し
、
大
勢
の
出
身

者
も
参
加
し
、盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
以
来
、
祝
祭
日
、
夏
休
み
に
は

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
賑
わ
い
が
生

ま
れ
、
宿
泊
者
数
、
販
売
目
標
額
共
に
計
画

を
大
き
く
上
回
り
、
運
営
担
当
者
も
う
れ
し

い
悲
鳴
を
上
げ
な
が
ら
地
域
雇
用
の
役
割
も

充
分
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
訪
れ
る
人
々
と
ス
ロ
ー
な
時
間

を
共
有
し
、
そ
の
交
流
を
縁
に
、「
森
の
巣

箱
」
で
結
婚
披
露
宴
を
行
う
県
外
の
若
者
数

組
が
出
る
な
ど
、
新
た
な�
出
身
者�
と
い

え
る
人
々
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
２
年
目
か
ら
実
施
し
て

い
る
環
境
イ
ベ
ン
ト『
蛍
ま
つ
り
ｉ
ｎ
巣
箱
』

も
１
０
０
０
人
を
超
す
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
す

る
な
ど
、
更
な
る
交
流
拡
大
へ
と
地
域
住
民

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ご
褒
美
と
検
証
（
課
題
）

　

平
成　

年
度
に
は
、
全
国
過
疎
地
域
自
立

１９

活
性
化
優
良
事
例
に
お
い
て
総
務
大
臣
表
彰

と
い
う
大
き
な
ご
褒
美
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
床
鍋
集
落
の
活
動
は
現
時
点
で
は
、
順

調
に
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
要
因
と
し

て
は
、
廃
校
再
生
シ
ス
テ
ム
が
集
落
営
で
あ

り
、
そ
の
機
能
が
「
集
落
生
協
」「
居
酒
屋
」

「
宿
泊
施
設
」
で
あ
り
、
単
な
る
宿
泊
施
設
で

は
な
く
１
年
を
通
じ
て
空
間
利
用
を
設
定

し
、
地
域
の
生
活
支
援
と
し
て
も
機
能
す
る

複
合
拠
点
と
し
て
再
生
し
た
点
が
評
価
さ

れ
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
に
も
大
き
く
取
り
上
げ

て
い
た
だ
き
、
情
報
発
信
が
で
き
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て

△

集
落
生
協

△

居
酒
屋

●

●

「
森
の
巣
箱
」
の
中
核
機
能
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ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
し
た
後
に
ハ
ー
ド
事
業

に
移
行（
ソ
フ
ト
６
年
、
ハ
ー
ド
２
年
）し
た

も
の
で
す
が
、
あ
く
ま
で
も
「
施
設
整
備
あ

り
き
」
で
出
発
し
た
の
で
は
な
く
、
事
業
を

導
入
で
き
な
い
場
合
や
財
政
事
情
に
よ
っ
て

は「
夢
」に
終
わ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
前
提

に
取
り
組
ん
だ
た
め
、
非
常
に
粘
り
強
い
取

り
組
み
と
な
っ
た
こ
と
も
成
功
の
要
因
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
粘
り
強
さ
が
、
地
域

住
民
の
力
と
責
任
感
に
変
え
ら
れ
て
、「
森

の
巣
箱
」
の
運
営
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
森
の
巣
箱
」
の
今
後
の
課
題
は
、
事
業
自

体
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
明
確
に

な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
第
一
点
と
し
て
、
現
状
を
過
信
す
る

こ
と
な
く
心
の
交
流
を
大
切
に
し
、
一
度
訪

れ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
再
度
訪
れ
て
い
た

だ
く
更
な
る
工
夫
を
す
る
こ
と
で
す
。
現
在

の
巣
箱
人
気
は
そ
の
シ
ス
テ
ム
や
話
題
性
に

よ
り
、
メ
デ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
予
想
以
上

の
情
報
発
信
が
で
き
て
い
る
面
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　

次
に
第
二
点
と
し
て
、
原
点
を
再
確
認
す

る
こ
と
で
す
。
巣
箱
の
原
点
は「
集
落
生
協
」

で
す
。

　

集
落
全
員
が
経
営
者
で
あ
る
と
同
時
に
お

客
で
も
あ
り
ま
す
。
大
き
な
ス
ー
パ
ー
で
買

い
物
を
し
た
場
合
、
１
０
０
円
の
商
品
は　
９５

円
で
買
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
巣
箱
で
は
、
同
じ
商
品
は
１
０

０
円
の
ま
ま
で
す
が
、
集
落
に　

円
の

２５

利
益
が
落
ち
ま
す
。
住
民
全
体
で
生
活

用
品
を
買
い
支
え
る
こ
と
に
よ
り
、

「
森
の
巣
箱
」
が
よ
り
長
く
、
元
気
に
運

営
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
を
再

確
認
し
、
実
践
す
る
こ
と
が
最
も
重
要

で
す
。

　

か
つ
て
、集
落
の
消
滅
を
危
惧
し
、無

気
力
感
さ
え
あ
っ
た
集
落
が
、
住
民
の

活
性
化
へ
の
挑
戦
に
よ
り
、
年
間
３
、

０
０
０
人
以
上
の
交
流
を
生
み
、
津
野

町
内
で
も
一
番
元
気
な
集
落
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

（
企
画
調
整
課
長　

高
橋　

正
光
）

△

森
の
巣
箱
の
居
酒
屋
で
の
団
ら
ん

　

８
月
か
ら　

月
ま
で
の
間
、
長
野
県

１２

町
村
会
が
主
催
し
て
、「
信
州
縦
断　

元
気
な
ふ
る
さ
と
収
穫
祭
め
ぐ
り
２
０

０
８
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
で
５
年
目
と
な
る
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
県
内　

全
町
村
の
参
加
に

６２

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
が
地
域
住
民

と
協
働
で
行
う
収
穫
祭
、
農
業
祭
、
物

産
展
、
産
業
祭
等
を
県
内
外
へ
情
報
発

信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
人
々
を

信
州
に
呼
び
、
地
元
の
農
林
産
物
、
特

産
品
等
の
紹
介
・
販
売
や
、
人
々
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
の

「
元
気
」
と
「
よ
さ
」
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。　

　
「
点
」で
あ
る
一
つ
の
町
村
の
収
穫
祭

が
、「
線
」
と
な
っ
て
地
域
圏
の
町
村
に

繋
が
り
、
ま
た
こ
の
「
線
」
が　

町
村

６２

に
繋
が
る
こ
と
に
よ
り
、
長
野
県
全
体

の
町
村
が
「
面
」
と
な
り
、
信
州
全
体

が
大
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
変
化
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
に
出
向
き

応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

（
長
野
県
町
村
会：

電
話
０
２
６－

２

３
４－

３
５
３
０
）

元
気
な
ふ
る
さ
と

元
気
な
ふ
る
さ
と

収
穫
祭
め
ぐ
り
２
０
０
８

収
穫
祭
め
ぐ
り
２
０
０
８

信州
縦断

元
気
な
ふ
る
さ
と

元
気
な
ふ
る
さ
と

収
穫
祭
め
ぐ
り
２
０
０
８

収
穫
祭
め
ぐ
り
２
０
０
８

ホームページ
http://machimura-nagano.jp/furusato2008/
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町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
コ
ー
ナ
ー
で
は
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
コ
ー
ナ
ー
で
は
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
全
国
町
村
会
広
報
部

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
全
国
町
村
会
広
報
部

（
T
E
L

T
E
L
０
３
０
３-

３
５
８
１

３
５
８
１-

０
４
８
６
）ま
で
。

０
４
８
６
）ま
で
。

町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
コ
ー
ナ
ー
で
は
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
全
国
町
村
会
広
報
部

（
T
E
L
０
３-

３
５
８
１-

０
４
８
６
）ま
で
。

Ｎ
村
町

ａ
v

　

町
は
今
年
度
か
ら
、「
元
気
な
地
域
づ
く
り

交
付
金
事
業
」
を
始
め
た
。
同
事
業
は
、
地
域

が
自
ら
考
え
て
行
う
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援

し
、
住
民
と
の
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
も
の
で
、
各
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を

促
し
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
各
地
区
に
財
政
支
援
を
行
う
。

　

町
で
は
、
地
域
住
民
が
積
極
的
に
参
加
し
て

「
地
域
づ
く
り
委
員
会
」
を
町
内
７
地
区
で
組

織
。
同
委
員
会
を
中
心
に
、
各
地
区
で
地
域
の

課
題
や
将
来
像
な
ど
を
話
し
合
っ
て
「
元
気
な

地
域
づ
く
り
計
画
」
の
作
成
や
事
業
実
施
な
ど

を
行
う
。
ま
た
、
町
の
職
員
を
地
区
ご
と
に
配

置
し
、
先
進
事
例
の
紹
介
や
情
報
の
収
集
・
提

供
、
計
画
立
案
な
ど
で
委
員
会
を
補
佐
す
る
。

　

今
年
度
は
、
各
地
区
で
の
計
画
書
作
成
が
目

標
。
来
年
度
以
降
、
計
画
書
を
も
と
に
そ
の
年

ご
と
の
活
動
計
画
を
立
て
て
取
り
組
ん
で
い

く
。
町
内
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
各
家
庭
や
施
設

に
花
の
苗
を
配
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
な
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今

年
度
、
各
地
区
に
は
５
万
９
、
０
０
０
〜　

万
２２

円
の
交
付
金
を
交
付
す
る
予
定
だ
。

　

村
は
、
政
府
が
今
年
度
か
ら
創
設
し
た
「
地

方
の
元
気
再
生
事
業
」
に
選
定
さ
れ
た
。
同
事

業
は
「
地
域
再
生
戦
略
」
の
柱
で
、
自
治
体
な

ど
の
提
案
を
受
け
、
地
方
再
生
の
取
組
み
を
立

ち
上
げ
段
階
か
ら
包
括
的
・
総
合
的
に
支
援
す

る
も
の
。

　

５
月
か
ら
約
２
週
間
の
募
集
で
、
１
、
１
８

６
件
に
上
る
提
案
が
あ
り
、
村
な
ど
１
２
０
件

が
選
定
さ
れ
た
。
分
野
別
で
は
、
農
林
水
産
業

や
地
域
産
業
、
観
光
交
流
等
が
選
定
案
件
の
６

割
を
、
地
域
別
で
は
、
農
山
漁
村
や
基
礎
条
件

の
厳
し
い
地
域
が
６
割
を
そ
れ
ぞ
れ
占
め
た
。

　

村
は
、
三
宅
島
の
火
山
灰
な
ど
「
未
利
用
資

源
」
を
保
存
の
利
く
高
付
加
価
値
製
品
「
灰
干

し
」
と
し
て
商
品
化
す
る
と
と
も
に
、
全
国
へ

の
販
売
ル
ー
ト
を
開
拓
。
離
島
の
生
産
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
消
費
地
か
ら
の
距
離
な
ど

不
利
条
件
を
克
服
す
る
地
域
連
携
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
確
立
す
る
。

　
　

年
度
は
火
山
灰
を
岡
山
の
笠
岡
諸
島
で
加

０８
工
し
、
山
形
の
飛
島
も
含
め
３
島
に
分
配
。
各

地
の
未
利
用
鮮
魚
を
活
用
し
た
灰
干
し
商
品
化

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
試
行
す
る
。

　

政
府
は
来
年
の
３
月
ご
ろ
、
各
事
業
の
実
施

状
況
を
調
査
・
評
価
し
結
果
を
公
表
す
る
方
針
。

　

町
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
「
ご
み
減
量
化
」
と

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
進
め
る
た
め
、
ご
み
ゼ
ロ
推

進
員
制
度
を
設
け
、
各
自
治
会
か
ら
の
推
薦
に

基
づ
き　

人
に
委
嘱
し
た
。

４６

　

町
で
は
２
０
０
９
年
４
月
か
ら
、
可
燃
ご
み

の
有
料
化
（
指
定
袋
制
）
と
資
源
ご
み
の
分
別

拡
大（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
）を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
。
こ
の
た
め
、
同
推
進
員
を
設
置
し

た
も
の
。
今
後
、
推
進
員
は
ご
み
の
減
量
化
・

リ
サ
イ
ク
ル
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
と

し
て
、
①
町
の
施
策
（
可
燃
ご
み
の
有
料
化
）

や
ご
み
問
題
に
関
す
る
自
治
会
と
町
と
の
連
絡

役
②
地
域
に
お
け
る
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク

ル
の
普
及
・
啓
発
③
ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ

ク
ル
に
関
す
る
自
主
活
動
の
推
進－

な
ど
の
役

割
を
担
っ
て
も
ら
う
。
町
で
は
、
推
進
員
の
活

動
交
付
金
と
し
て
推
進
員
１
人
当
た
り
１
万
円

（
年
）
を
各
自
治
会
に
交
付
す
る
。

　

家
庭
か
ら
出
た
町
の
ご
み
量
は
約
１
万
１
千

ト
ン
あ
る
が
、
町
の
焼
却
施
設
は
老
朽
化
、
近

畿
圏
の
埋
め
立
て
地
も　

年
後
に
は
満
杯
に
。

１０

こ
の
た
め
町
の
ご
み
減
量
化
計
画
で
は　

年
度

１３

ま
で
に
５
％
削
減
を
掲
げ
て
い
る
。

　

町
は
こ
の
ほ
ど
、
燃
油
の
高
騰
を
受
け
て
、

町
内
漁
船
漁
業
者
の
操
業
を
支
援
す
る
独
自
の

融
資
制
度
を
創
設
し
た
。
こ
う
し
た
融
資
制
度

は
県
内
初
と
い
う
。

　

制
度
は
融
資
と
利
子
補
給
の
二
段
階
。
要
綱

に
よ
る
と
、
融
資
は
目
標
額
を
７
、
５
０
０
万

円
と
し
、
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
に

１
、
５
０
０
万
円
を
預
託
。
融
資
対
象
者
は
浜

坂
町
漁
業
協
同
組
合
所
属
で
、
町
税
を
完
納
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
条
件
と
し
た
。

　

融
資
限
度
額
は
１
カ
月
分
の
燃
料
代
相
当
で
、

一
漁
船
当
た
り　

ト
ン
以
上
は
３
０
０
万
円
以

２０

内
、　

ト
ン
以
上　

ト
ン
未
満
は
１
０
０
万
円

１０

２０

以
内
、
５
ト
ン
以
上　

ト
ン
未
満
は　

万
円
以

１０

５０

内
。
融
資
利
率
は
年
２
・
３
７
５
％
と
し
た
。

　

一
方
、
利
子
補
給
は
、
こ
の
融
資
制
度
の
み

が
対
象
で
、　

ト
ン
以
上
は
年
３
・
４
２
５
％
、

２０

　

ト
ン
未
満
は
３
・
２
０
５
％
を
限
度
に
行
う
。

２０こ
れ
に
よ
り
、
漁
業
者
の
利
子
負
担
は
生
じ
な

い
見
込
み
。
町
は
利
子
補
給
分
の
１
５
９
万
円

を
財
政
調
整
基
金
か
ら
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ

る
補
正
予
算
案
を
７
月
の
臨
時
議
会
に
提
出
。

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　

町
で
は
、
民
家
で
過
ご
し
た
り
田
植
え
や
わ

ら
じ
作
り
な
ど
の
情
報
を
満
載
し
た
「
な
ご
み

里
山
暮
ら
し
・
体
験
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を

こ
の
ほ
ど
作
成
し
た
。
地
域
活
性
化
が
狙
い

で
、
近
隣
県
の
小
中
学
校
に
も
配
布
す
る
な
ど

観
光
客
誘
致
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　

町
は
九
州
縦
貫
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

あ
る
な
ど
交
通
の
便
が
良
い
う
え
、
豊
か
な
自

然
や
町
の
古
民
家
を
移
設
復
元
し
た
「
肥
後
民

家
村
」
な
ど
数
多
く
の
歴
史
的
資
源
に
め
ぐ
ま

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

呼
び
込
も
う
と
パ
ン
フ
を
作
成
し
た
。
観
光
客

に
ど
っ
し
り
し
た
民
家
で
過
ご
し
て
も
ら
っ
た

り
、
田
植
え
・
草
刈
り
・
餅
つ
き
の
ほ
か
、
炭

焼
き
、
紙
す
き
、
わ
ら
じ
作
り
、
こ
ん
に
ゃ
く

作
り
な
ど
の
体
験
観
光
を
取
り
揃
え
た
。「
肥

後
民
家
村
」
で
は
木
工
館
・
陶
芸
、
ガ
ラ
ス
工

芸
・
篠
笛
講
習
や
酒
造
見
学
な
ど
も
で
き
る
。

　

町
で
は
併
せ
て
温
泉
施
設
や
体
験
観
光
の
利

用
ご
と
に
一
つ
の
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
え
、
４
〜

８
つ
集
め
る
と
コ
メ
や
野
菜
の
詰
め
合
わ
せ

セ
ッ
ト
を
贈
呈
し
た
り
、「
肥
後
民
家
村
」
を

テ
ー
マ
に
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催
す
る
。

熊本県
和水町

里
山
暮
ら
し
・
体
験
観
光

で
パ
ン
フ
作
成

宮城県
七ケ宿町

住
民
と
協
働
の
地
域
づ
く

り
へ
交
付
金

東京都
三宅村

「
地
方
の
元
気
再
生
事
業
」

に
選
定

大阪府
熊取町

ご
み
ゼ
ロ
推
進
員
を
設
置

兵庫県
新温泉町

燃
油
高
騰
で
漁
業
者
に

融
資
制
度
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地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
活
性

化
の
今
日
的
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
地
域

活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
毎
年
開
催
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
年
度
は　

月
９
日
（
木
）
宮
崎

１０

県
に
お
い
て
「『
お
も
て
な
し
』
が
地
域
の
未

来
を
切
り
拓
く
〜
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
感

動
の
ま
ち
づ
く
り
へ
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
概
要
】

①
日　

時：

平
成　

年　

月
９
日
（
木
）

２０

１０

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１６

５０

②
会　

場：

宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
（
宮
崎
市
橘

通
１－

１－

２
）

③
定　

員：

４
５
０
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

④
入
場
料：

無
料

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

〈　

時　

分
〉　

開
場
・
受
付

１２

３０

〈　

時　

分
〉　

開
会　

来
賓
挨
拶

１３

３０

　

東
国
原
英
夫
宮
崎
県
知
事

〈　

時　

分
〉　

基
調
講
演

１３

４０

　
「
素
晴
ら
し
き
日
本
の
お
も
て
な
し
」

　
　

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル（
タ
レ
ン
ト
・
俳
優
）

〈　

時　

分
〉　

休
憩

１４

４０

〈　

時　

分
〉

１４

５０

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「『
お
も
て
な
し
』
が
地
域
の
未
来
を
切

り
拓
く
〜
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
感
動
の

ま
ち
づ
く
り
へ
〜
」

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

　

角
谷
浩
一
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

　

金
子
哲
雄
（
流
通
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

　

黒
木
定
藏
（
宮
崎
県
西
米
良
村
長
）

　

益
山
代
利
子
（
松
本
大
学
総
合
経
営
学
部

准
教
授
）

　

養
父
信
夫
（「
九
州
の
ム
ラ
へ
行
こ
う
」
編

集
長
）

〈　

時　

分
〉　

終
了

１６

５０

【
参
加
対
象
者
】

　

地
方
自
治
体
職
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
社
団
・
財

団
な
ど
の
非
営
利
組
織
関
係
者
、
地
域
づ
く

り
団
体
関
係
者
、
民
間
企
業
、
学
生
、
そ
の

他
一
般
の
方

【
応
募
方
法
】

　

必
要
事
項
（
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

職
業
、
電
話
番
号
）
を
ご
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
又
は
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

※
問
合
せ
・
申
込
先

　
（
財
）
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

企
画
部
情
報
サ
ー
ビ
ス
課　

宮
本

　

〒
１
０
３－

０
０
２
７

　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２－
３－

４

　

日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル　

階
１３

　

電　

話：

０
３－

５
２
０
２－
６
１
３
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
３－

５
２
０
２－

０
７
５
５

E
m
ail
:
forum

@
jcrd.jp

　
 
‐ 
             
 
       

「
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ｉ
ｎ
ｉ
ｎ 

宮
崎
宮
崎
」の
ご
案
内

の
ご
案
内

「
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ｉ
ｎ 

宮
崎
」の
ご
案
内

町
村
週
報
第
２
６
５
０
号
、
５
ペ
ー
ジ
の

記
事
「
住
民
基
本
台
帳
人
口
」
の
リ
ー
ド

部
３
行
目
「
前
年
よ
り
１
、
５

�
�

�

５
４

�
�

人
減

�
�

少
し

�
�

」
の
表
記
は
、「
前
年
よ
り
１
万
２
、

�
�
�
�

７
０
７
人
増
加
し

�
�
�
�
�
�
�

」
の
誤
り
で
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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随 想

随

想

　

そ
の
昔
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
人
タ
ー

レ
ス
が
、「
水
は
生
命
の
根
源
で
あ
る
」
と

洞
察
し
た
よ
う
に
、
地
球
上
に
は
、
酸
素

を
必
要
と
し
な
い
生
物
は
い
て
も
、
水
な

し
で
生
き
て
ゆ
け
る
生
物
は
い
な
い
そ
う

で
す
。
そ
し
て
水
は
三
態
変
化
（
氷
・
水
・

水
蒸
気
）
し
ま
す
が
、
地
表
温
度
が
水
を

液
状
で
保
て
る
範
囲
に
あ
る
天
体
は
地
球

だ
け
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
奇
跡
が

地
球
上
に
生
命
を
誕
生
さ
せ
た
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
尊
い
水
は
決
し

て
無
尽
で
は
な
く
、
自
然
の
摂
理
に
よ

り
、
水
蒸
気
か
ら
雲
、
そ
し
て
雨
や
雲
へ

の
循
環
と
再
生
を
繰
り
返
し
な
が
ら
私
た

ち
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
度
成
長
時
代
の
負
の
遺
産

と
も
い
う
べ
き
公
害
の
原
因
と
な
っ
た

「
有
機
物
質
」
は
著
し
く
減
少
し
た
も
の

の
、
有
機
汚
濁
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
水
の

汚
れ
」
の
問
題
が
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て

い
た
昭
和　

年
に
環
境
省
が
選
定
し
た

６０

「
名
水
百
選
」
は
、
豊
か
な
生
態
系
を
守

り
、
人
と
自
然
が
触
れ
あ
う
こ
と
の
で
き

る
水
環
境
を
保
全
し
て
い
く
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
る
中
で
、
全
国
に
あ
る
清
澄
な

水
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
全

国
の
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
「
昭
和
の
名
水
百
選
」
に
、

私
ど
も
海
士
町
の
「
天
川
の
水
」
も
認
定

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

奈
良
天
平
の
こ
ろ
僧
行
基
が
隠
岐
行
脚

で
当
地
を
訪
れ
た
と
き
、
う
っ
そ
う
と
し

た
木
陰
の
洞
窟
か
ら
流
れ
出
る
湧
き
水
に

冷
気
を
感
じ
、
こ
こ
に
一
宇
の
堂
を
建
て

て
聖
観
世
音
菩
薩
を
ま
つ
り
、
清
水
寺
と

号
し
、
こ
の
水
を
天
川
（
天
恵
の
水
）
と

名
付
け
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
に
は
「
疎
水
百
選
」
に
も
選

１８

ば
れ
た
こ
の
「
天
川
の
水
」
は
、
水
量
は

約
４
０
０
ト
ン
／
日
で
、
主
に
農
業
用
水

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
悠
久
の

と
き
を
超
え
、
森
閑
と
し
た
佇
ま
い
を
い

ま
に
残
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
我
が
町
は
、
離
島
と
い
う
地
理
的

特
殊
性
か
ら
平
成
の
町
村
合
併
の
メ
リ
ッ

ト
が
見
出
せ
ず
、
覚
悟
の
単
独
町
制
を
選

択
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成　

年
の
大

１６

幅
な
地
方
交
付
税
の
削
減
（
所
謂
、
地
財

シ
ョ
ッ
ク
）
を
受
け
、
島
の
存
続
と
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、「
守
り
」

の
戦
略
と
し
て
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を

断
行
す
る
と
と
も
に
、「
攻
め
」
の
戦
略
は

離
島
な
ら
で
は
の
海
の
恵
み
に
こ
だ
わ
っ

た
産
業
振
興
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
化
に
先
立
っ

て
島
内
の
水
質
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
最
適
な
数
値
を
示
し
た
の
が
、

実
は
名
水
「
天
川
の
水
」
が
ふ
ん
だ
ん
に

流
れ
込
ん
で
い
る
入
り
江
の
沖
で
あ
っ
た

の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
海
の
ミ
ル
ク
と
い
わ
れ
る

「
い
わ
が
き
」
を
種
苗
か
ら
育
成
・
販
売
ま

で
一
貫
生
産
を
目
指
し
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
と
地
元
漁
師
が
協
力
し
て
、「
隠
岐
海

士
の
い
わ
が
き
・
春
香
」
の
養
殖
に
成
功

し
、
春
か
ら
初
夏
限
定
の
い
わ
が
き
と
し

て
、
築
地
市
場
や
首
都
圏
の
オ
イ
ス
タ
ー

バ
ー
で
大
ヒ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
き
れ
い
な
日
本
海
の
海
水
か
ら

伝
統
的
な
製
法
で
作
ら
れ
る
「
天
然
塩
」

は
、
塩
そ
の
も
の
は
勿
論
、
梅
干
し
や
塩

辛
な
ど
の
商
品
化
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
山
陰
地
方
は
も
と
よ
り
、
東
京
の
有

名
ホ
テ
ル
で
も
「
海
士
乃
塩
」
と
し
て
取

り
扱
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
で
に
な
り
、
販

路
も
広
が
り
、
い
ま
辺
境
の
島
に
も
改
革

の
光
と
構
造
改
革
が
芽
吹
き
、
確
か
な
手

応
え
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
「
昭
和
の
名
水
百
選
」
に
認

定
さ
れ
た
私
た
ち
関
係
自
治
体
は
、
英
知

と
創
意
を
結
集
し
水
環
境
の
保
護
の
推
進

と
水
質
保
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
全
国
水
環
境
保
全
市
町
村

連
絡
協
議
会
を
設
立
し
、
今
日
ま
で
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年

の
６
月
、
新
た
に
「
平
成
の
名
水
百
選
」

が
選
定
さ
れ
た
の
を
機
に
、
昭
和
と
平
成

の
名
水
が
手
を
携
え
、
さ
ら
に
協
力
に
水

環
境
保
全
に
取
り
組
む
べ
く
、
２
０
０
の

名
水
が
参
加
す
る
連
絡
協
議
会
へ
と
発
展

的
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
嚆
矢
の
全
国
大
会
と
名
水
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
所
謂
、
名
水
サ
ミ
ッ
ト
）
を
、

来
年　

月
に
日
本
海
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
離

１０

島
の
私
ど
も
島
根
県
隠
岐
國
海
士
町
で
開

催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
「
名
水
」
関
係
者
や
水
環
境
保

全
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
々
と
の
交
流

と
親
睦
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
ま
さ
に
こ

れ
こ
そ
最
大
の
「
名
水
の
恵
み
」
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
ご
来
島
を
心
か
ら
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

山
内　

道
雄

島
根
県
海
士
町
長

名

水

の

恵

み
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